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 メチシリン感受性黄色ブドウ球菌基準株を使用した。菌液を 10 時間振盪培養し、
578nm の吸光度計で吸光度を 0.3 になるように生理食塩液で希釈して使用した。この菌液
の濃度は 108 colony-forming units/ml (CFUs/ml)であることを実験の際に確認した。
生理食塩液で希釈して濃度が 108、107、106、105、104、103 CFUs/ml の 6 種類の濃度の菌
液を作製した。 
実験的汚染の検討では、台紙の素材が紙製の注射針 120 本、ビニール製の注射針 120







後に内腔の汚染を調べるために、生理食塩液を 0.1ml 吸引した 1ml シリンジを注射針に
接続して生理食塩液 0.1ml を全て寒天培地上に排出した。寒天培地を 37℃で 30 時間培養
し、コロニーの形成数を計測した。 
臨床的汚染の検討では、台紙の素材が紙製の注射針 75 本、ビニール製の注射針 75 本





統計は Cochran-Mantel-Haenszel 検定、Jonckheere 検定、Fisher の正確検定を用い、
p 値が 0.05 未満を有意とした。 
 
【結果】 
























令和元年 8 月 7 日 14 時より、医学部研究棟本館３階 A 会議室において、略歴紹介等約 2










































































































Q:副論文の手法も興味深かった。5 cm の寒天培地に 10 cm のカテーテルをどのように
置いて、どのように実験を行うのか、方法論が良くわからなかったので示してほしい。 
A:カテーテルが寒天培地を貫いたような形で作成しており、カテーテルを 5 ㎜引き抜い


























































Q:手袋に付着した唾液の量は個人差があると考えらえるが、wet hand 群では 10μl の













   本論文は、斬新さ、重要性、実験方法の正確性、表現の明確さおよび質疑応答内容の
妥当性から判断し、論文博士の学位論文に値すると評価された。 
 
